
⼊院患者の転倒・転落発⽣率

指標の説明

定義

転倒・転落発⽣率（‰）は、延べ⼊院患者数1000⼈⽇あたりの転倒・転落件数を表します。

考察

⼊院中の転倒・転落は、環境変化や治療の影響によるもので、患者安全の重要指標です。ここ
では、⽇本病院会のＱＩプロジェクトの平均値（回答数=89）と⽐較しています。

分⼦：⼊院中の患者に発⽣した転倒・転落件数

分⺟：⼊院患者延べ数（⼈⽇）

本指標は、より低い⽅が望ましいとされています。当院の⼊院患者の転倒・転落発⽣率は、QI
プロジェクトの平均値2.60‰より低い1.87‰となりました。
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久留⽶⼤学病院 QIプロジェクト平均値(500床以上）
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